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１．定点把握対象疾患

発生

状況
疾患名

定点当たり（人）

報告数

内訳

発生年代等前週

(24 週)

今週

(25 週)

対馬

病院

上対馬

病院

豊玉

診療所

(季節性)インフルエンザ 0.33 - 0 0 0 0

↑ 新型コロナウイルス感染症 - 1.67 5 2 1 2
20歳代：1名     40歳代：1名     

70歳代：1名   80歳以上：2名

RS ウイルス感染症 - - 0 0 0

終息 咽頭結膜熱 1.50 0.50 1 1 0 5 歳：1 名

A 群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 2.00 - 0 0 0

感染性胃腸炎 - - 0 0 0

警報↑ 水痘 1.50 3.00 6 4 2
6～11 か月：1 名 2 歳：1 名

5 歳：3 名    9 歳：1 名

手足口病 - 0.50 1 1 0 4 歳：1 名

伝染性紅斑（リンゴ病） - - 0 0 0

突発性発しん - - 0 0 0

ヘルパンギーナ - 1.50 3 3 0 1 歳：1 名   2 歳：2 名

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） - - 0 0 0

細菌性髄膜炎 - - - *基幹定点

無菌性髄膜炎 - - - *基幹定点

マイコプラズマ肺炎 - - - *基幹定点

クラミジア肺炎【オウム病は除く】 - - - *基幹定点

感染性胃腸炎（ロタウイルス） - - - *基幹定点

↓ 急性呼吸器感染症（ＡＲＩ） 47.67 35 105 ARI 定点

２．全数把握対象疾患
     発生無し        

３．トピックス、季節情報

 水痘の報告数が警報レベルです！

全国的に水痘の報告が注意報レベルに達している地

域が多くなっており、対馬市では警報レベル（２）

を超えました。特に未就学児での報告数が多い状況

です。水痘は主に小児の病気で、9 歳以下での発症

が 90%以上を占めると言われています。成人での水

痘も稀に見られますが、成人に水痘が発症した場

合、重症化するリスクが高いと言われていますので

注意しましょう。

 水痘・帯状疱疹ウイルスによる感染症で、「みずぼうそう」とし

て知られています。

 潜伏期間は 10～21 日で、特徴的な症状は水疱（水ぶくれ）

と 38℃前後の発熱で、全身に直径 3～5mm 程度の丘疹（盛

り上がった赤い発しん）が出現します。

 すべての発しんが痂皮になるまで 6 日程度かかります。通常、

軽症で終生免疫（一度の感染で生涯、その感染症にはかか

らない）を得ることが多いですが、成人では重症になることが

あり、肺炎などの合併症も増えるという特徴があります。

 感染経路は、咳やくしゃみなどのしぶきに含まれていたウイル

スが空気中に漂い、そのウイルスを吸い込むことによる感染

（空気感染）、ウイルスが含まれる咳やくしゃみなどのしぶきを

吸い込むことによる感染（飛まつ感染）、ウイルスが付着した

手で口や鼻に触れることによる感染（接触感染）があります。

 最も有効な予防法はワクチン接種です。水痘ワクチンの 1 回

の接種により重症の水痘をほぼ 100%予防でき、2 回の接種

により軽症の水痘も含めてその発症を予防できると考えられ

ています。

マスクの着用や、手洗い等の

基本的な感染対策を心がけましょう。

水痘とは？


